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御盤 1:，き 干lt i'<分切j免 ;1;1)御軌道阿路付近に，これを設ける。 いろあるが，簡明に定義すれば，購買品目のうちから不必要な

(松尾捻) 費目をエンジニアリングすることである。 設計材料の仕機の変

かそうぼうごょうてんせんしさきどうかいろ 過走防 更，関係郎品の可能な除去または結合，あるL、はより効果的な

護用添線式軌道回路 1) 動列車制御災直 (A.T.C.) にて運転 方法による製造，供給源の変更等により，材料 ・部品・サー ピ

する I~聞の進路終端(停市場などで停車する場合)で停止すべき スの設計 ，性能，原仰の関連を研究し ， コストの低減をはかる

列車が，ブレーキ操作を誤って止まりそこねたとき，過走しな ことであり，一言すれば，価値分析の目標は，その製品や材料

いよう n動的に列 .Ii を f'l 止させる目的でれられた軌道同路。 の果たすべき機能を最少の費用で達成させることであるJとい
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この軌道 1"1路は，進路の終端付近に約 50m 軌条に沿って信

号ケープノレをループ状に添線布設してn られてし、る。このルー

プ状に布 l没されたケーブノしは，送信用と受信用の 2 制 lのループ

同路をもち， 準 6 現ïJ 、機?，;-i jt中方式の軌道同路送受f日機W1Uri

写送k=j 部・受b .'ftlにそれぞれ後続されている。 i差 1日間ルー プは

ボ l二に受電球を通して停止信号を送り， A.T.C.ﾍj!: 1 :尖 1，.，'を働

かせて列車を停止させ，受信用ループは送信用ループから電磁

結合により，硝'J<に停止信 号が送信されていることを !I[.l. l't:して

いる。なお停止信号は，その進路が開通しているときは送信が

止められる。(佐野附iW
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[fl llí ll自分析の内容と定義〕

iIIfi !l (i分析の創始持であるジェネラノレ・エレクトリ ック村(目前称

G. E. 村 )の L. D. ミノレスは， L!lffilili分析の進め方 (Techniques

of Value Analysis and Engineering)lの冒頭で，次のように

し、ってし、る。

L!llüli(\分析とは特別に組み合わせた伎仲I と， 一体化した知識と，

各穐の主r.Lif技量とを使JlIして行なう原t .llliである。

価値分析は組織された独創的研究であり，その 11 的とすると

ころは， 1111 質的にも， I~史!刊 lーからも，耐用年数からも ， 外観 |

からも， iJí客の Ifliか らも，特性と考えられないもののコスト ，

すなわち不必要なコ ストを効果的に明確にするこ とである。仰

するところ， (1岡 11自分析では代符材料や，もっと新しいI 符や，

専門業者の 1;を秩序ïl:し く利用することになる。性能を変えな

いでコス l を下げるという一つの m的に，校体J ・ 製造 ・両官民の

住意力を集中するのである 。 このよ うに焦点を絞っ て効果的に，

しかも碕実にその 11 的達成のために， 一歩一歩手続を進めてい

くのがli!Iill((分析である。

!llIí似分析は一企業のあらゆる分TL すなわち技術・製造・購

買 ・ 販売・作型の各部門で役だっ。 li!Ii値分析は，適切な製品や

サ ビスのコス トを引き Fげる という価値の改普に役だてるた

め，産業界において-)にlt_l無 IU* とい っ てよいほどある妓術情鰍

や，技献の倉庫から ， 1i1!\ 、ものになる特殊な梢報を以り i十lすこ

とになる 。 liHíl(ii分析は，従'*のコスト引干げ方法の代用品では

なく，さらに大きな!文集を 1..げるための強力な， そして全く違

ったJfi1、であるとい っ たほうがよい。行点が多分にあり，習伯作J

に何年間も行なわれてきた tt'Jrの能不が，価値分析によって 1:

がるのである。ごく将通にい っ て製造原 (11tiの 15 -20 % か，それ

以上になることも多いが，これが!l1ti他分析の鋭部Iを効巣的に使

用して，節約できる衝であるといえよう J

また， アメリカの全|同購買管理者協会(目的称 N.A.P.A.) の

指導者である S. F. ハイ ンリッツは， L1dlí !l自分析の定義はいろ
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っている。

以 ! のことから価値分析の内容を一口にいえば，物を安く賢

うための方策である。ただ従来からの方策と異なるのは，物の

機能に然、点を合わせ. その機能と価絡との関連において u間前1

と L ヴ概念を明維にし，その価値を高めるための思考過程や手

11闘を体系化し，組織化したことである。

したが っ て，価値分析を簡単に定義すると，し必要かっ適正な

機能を最低の費用で獲得するための組織的な研究活動1 とし寸

ことになる。

なお，アメリカでも価値分析について，いろいろの呼び方が

あるが，他の代表(~.;なものは，価値工学 (Value Engineering) ・

生 ~Enîil胤買分析 (Pre-Production Purchase Analysis) 等である。

[ !llI ill自分析の方法〉

(illi(i(1分析で使われる方法は，個別的にはそれほど新しいもの

ばかりではない。ただ従来これらの方法が散発的に行なわれて

きたのに対し ， 価値分析では関係部門の緊密な連携のもとに，

組織的に行なわれる点に質的な相違がある。各企業においては，

それぞれの実情に即した方法がとられているが，最も一般的な

ものは次のとおりである。

(1) 実施品 U の決定

1111\ 1I~定の段階であり，そのli~準として G.E. 社の10項目 の

チ ェ ック ・リスト 等を活用して，検討することがよいとされて

し、る。

(2) 事実の収集と評価

実施品目について，できるだけ多くの事実の情報を集め，そ

の品 n が(IHi値分析を行なうに値するかどうかを評価する。

(3) 思考の段階

改善策を生み出す段階であり，あらゆるアイデアを出し尽く

すことが必要である。それには想像力を自由に駆使するため，

プレーン ・ストー ミング方式をとる場合が多い。

(4) 分析の段階

前段階で得られた数多くのアイデアを分析検討して， 最適案

を実現する計画を作る。

(5) 訂 jilij実施の段階

関係部門・供給業占;の専門的示唆を求め， 使用目的に合致す

るか，また入手可能かどうかを確認するとともに，計画をより

fH 、ものに修 i l し具体化する段階である。

(6) まとめの段階

価値分析の検討結果をまとめて，規格仕様の決定権限をもっ

部門に提案する。

なお，以上の手liI闘が絶対的なものではなく，要は最少の時間

と経費で最大の効果が得られる実際的でやりやすい方法を選ぶ

べきである。また，これらを効果的に実施するには，企業内の

|剥係部門をもうらした価値分析の組織体制が必要であるといわ

れている。

[ lmill自分析の歴史〕

価値分析の発禅地はアメリカであり，これが初めて公にされ

たのは， G. E. 祉の L. D. ミルズが 1949 ・ 7 に発表した L価値分

析計画 (Value Analysis Program)lとし、う論文によってである。


